
次期計画策定に向けた基礎調査方針について

■基礎調査の実施対象

前回調査から大きな変更はない予定。

アンケート調査

⚫ 障害者手帳等所持者（18歳以上）

• 各種手帳所持者

• 自立支援医療受給者証（精神通院）所持者

• 特定疾病療養者見舞金受給者

⚫ 障害者手帳等所持者（18歳未満）

• 各種手帳所持者

• 福祉サービス受給者証所持者

⚫ 市民（18歳以上）

ヒアリング調査

⚫ 障害福祉関係団体

⚫ 委託相談支援事業所

■基礎調査の項目

経年変化を把握するために前回調査をベースとしつつ，
以下の資料等で国や県の動向も踏まえて検討する。

• 障害保健福祉関係会議資料 （厚労省）

• 全国児童福祉主管課長・児童相談所長会議資料
（こども家庭庁）

■スケジュール

時期 内容

7月下旬 協議会①に調査内容提示

8月中旬～9月中旬 アンケート調査実施

9月中旬～10月中旬 ヒアリング調査実施

11月上旬 協議会②に調査結果速報提示

R8年1月下旬 協議会③に調査結果まとめ提示

R8年2月下旬 報告書完成

R8年3月下旬 報告書配付

■その他

• 基礎調査及び計画策定にあたっては，プロポーザル（プレ
ゼンテーション審査）で選定した事業者に計画策定支援を
委託する予定

• アンケート回収率を向上させるため，郵送回答のほか，
インターネット上での回答も可能とする

• アンケートの対象者選定は無作為抽出とするが，特定の
障害・年代が著しく低くならないように配慮する
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参考： 前回基礎調査実施状況

■基礎調査の実施対象

アンケート調査概要（障害者向け）

年齢区分 対象者要件 配布数

18歳以上 身体手帳 1,400

療育手帳 250

精神手帳＋精神通院受給者証 950

特定疾病療養者見舞金 400

18歳未満 各手帳＋福祉サービス受給者証 500

3,500

※18歳以上の対象者要件ごとの配布数は，市内の対象
者要件に該当する人数の割合に応じて設定。

小学生の回答者が著しく少なかった（18人）ため，児童を
対象として追加調査（全数調査）を実施。
※追加調査はインターネットでの回答のみとした。

調査区分 配布数 回収数 回収率

障害者向け調査 3,446 1,583
紙：1,281

WEB：  302

45.9%

児童追加調査 1,751 645 36.8%

アンケート調査結果（障害者向け）

※児童追加調査の集計・分析は障害者向け調査における
児童分の回答（208人）とあわせて行った。

アンケート調査概要・結果（市民向け）

調査対象 配布数 回収数 回収率

18歳以上市民
（障害者以外）

991 389
紙：273
WEB：116

39.3%

ヒアリング調査概要

⚫ 障害福祉関係団体ヒアリング
以下の障害種別に関する9団体にヒアリングを実施

視覚障害/聴覚障害（ろう・中難）/肢体不自由/
知的障害/発達障害/精神障害/高次脳機能障害/難病

⚫ 委託相談支援事業所ヒアリング
全5事業所（R4時点）にヒアリングを実施
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